
 

 
 

 
現在、インフルエンザが大流行しています。 

令和７年第１週（１２月３０日～１月５日）における、１定点医療機

関あたりの報告数は、岐阜県が全国で最も多くなっています。 

昨年１２月２６日に警報を発表したところですが、その後も感染がさ

らに拡大しており、１９９９年の統計開始以来、感染者数が最高値を記

録し、救急搬送困難事案も増加するなど、医療現場がひっ迫した状況に

あります。 

同じシーズン中に異なる型のインフルエンザに複数回感染すること

もあり得ますので、今後もさらなる注意が必要です。 

また、新型コロナについても、令和７年第１週における１定点医療機

関あたりの報告数は、岐阜県が全国で最も多くなっています。 

インフルエンザと新型コロナは、特に高齢者や基礎疾患のある方など

にとっては、危険な病気です。若い方でも高熱や後遺症のリスクなどが

あります。 

新型コロナが５類感染症に変更されて１年半以上が経過しましたが、

いずれの感染症も、飛沫や接触などにより感染するため、引き続き、換

気や手洗いなどの基本的な感染対策が必要です。 

県民の皆様におかれては、ご自身や大切な人の命を守るため、場面に

応じた適切な感染対策を行っていただき、感染症の拡大に十分な警戒を

お願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この冬も感染対策の徹底を 



 

 
 

 

 

 

【県民の皆様へのお願い】 

〇感染を拡大させないために 

・「定期的な換気」、「こまめな手洗い」、「手指消毒」、「咳
せき

エチケット（マ

スク、ティッシュ・ハンカチ、そでなどで鼻と口を覆う）」など、引

き続き基本的な感染対策を 

・混雑した場所や会議室などの密閉空間にいる場合、医療機関や高齢者

施設への訪問時に高齢者や基礎疾患のある方と会う場合などには、マ

スク着用などの配慮を 

・高リスクの方が混雑した場所へ出かける場合は、マスクを着用するな

ど自らの命を守る取組みを  

・インフルエンザと新型コロナでは、ワクチンの定期接種がありますの

で、希望する方は早めの接種を 

 ※定期接種対象者：６５歳以上の方及び６０～６４歳で一定の基礎疾患がある方 

 ※市町村により接種期間が異なるため、事前にご確認を 

 ※定期接種対象者以外の方も、任意接種は可能 

 

〇体調に異変を感じたら 

・体調不良の際は、症状が軽くても無理をせず行動をストップし、かか 

りつけ医の受診や検査キットによる積極的な検査を 

・陽性と診断され、医師の処方があった場合は、治療薬の服用も 

・休日・夜間に受診するには、県 HP「ぎふ救急ネット」より検索を 

・医療機関を受診する際は、事前に連絡し注意事項を確認 

・救急車の利用は真に必要な場合のみとし、判断に迷う場合は 

「＃７１１９（救急安心センターぎふ）」のご利用を 
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